
i-都市交流会議2025

都市構造可視化の活用
～業務における活用～

東北地方整備局建政部計画管理課
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東北地方整備局建政部計画管理課

写真等
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活用する業務について（１／２）
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東北圏広域地方計画に関する業務

図表等

東北地方整備局HP 国土形成計画 東北圏広域地方計画 http://www.thr.mlit.go.jp/kokudo/3_chukan/pdf/01_gaiyo.pdf
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活用する業務について（2／２）
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東北圏広域地方計画に関する業務内容

○ 令和６年１２月に中間とりまとめ（素案）を公表
しました。

○ 今後、内容の精査、分析などを経て、東北圏広域
地方計画の公表となる予定となっています。

上記をうけて、内容の精査、分析、資料の作成等で、
都市構造可視化の活用の可能性があると考えます。
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どのように活用するか
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作成する資料について

人口減少を表す資料を
作成できないか？

少子高齢化を
表す資料を作成
できないか？
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作成したデータ（１／２）

5

直近（2020年）と過去（2000年）の人口総数の比較

2000年 人口総数

（青森県むつ市・旧町村含む）

2020年 人口総数
（青森県むつ市）

① 政府統計の総合窓口（e-Stat）よりダウンロードした
メッシュデータから、QGISによりshpファイルを作成。

② shpファイルをMANDARAによりKMLを作成。
③ 地理院地図の標準地図により表示。
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作成したデータ（２／２）
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直近（2020年）の若年者人口、高齢者人口

2020年
０～１４歳人口総数
（青森県むつ市）

2020年
６５歳以上人口総数
（青森県むつ市）

※ ５ページの人口総数のデータと同様、政府統計の総合窓口
（e-Stat）よりダウンロードしたメッシュデータを、QGIS
及びMANDARAにより加工し、地理院地図の標準地図により
表示しています。
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所感
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個人的に思った点をまとめてみました。

【良かった点】
予備知識が乏しい状況でも、手順等が示されていれ

ば、基本的なデータを作成することができました。

【課題】
○ 地図関係の知識がなく、パソコン等に慣れていな
い人にとっては、若干敷居が高いと感じました。

○ 基本的なデータは、政府統計の総合窓口
（e-Stat）からダウンロードできますが、更に活用
させるためには、自治体でのオープンデータの取り
組みが必要と感じました。
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青森県むつ市

8

都市の紹介

むつ市

青森空港

八戸駅

最寄駅：下北駅
【ふるさと納税】
https://www.city.mutsu.lg.jp/
government/furusato/

八戸駅 → 野辺地駅
青い森鉄道 約50分

野辺地駅 → 下北駅
JR大湊線分 約60分

青森空港 → 青森駅
JRバス東北 約40分

青森駅 → 野辺地駅
青い森鉄道 約50分

野辺地駅 → 下北駅
JR大湊線 約60分

地理院地図を使用


